
鞠就労
ぴっぴの事務などを担っております城川記代江です。

ぴっび卒の三男は、この春から家を離れ高校生活奮闘中です。

N0.3 2023.5.30

お正月明けにある映画を観ました。タイトルは「桜色の風が咲く」。 (出演:小雪・田中偉登他)

9歳で失明、 18歳で聴力を失いながらも世界で初めて盲ろう者の大学教授となった、東京大学

先端科学技術研究センター教授 福島智さんの生い立ちを描いた映画です。

ほぼ2時間目がうるうる…。三男坊の福島さんの身に起こる試練、それを乗り越えようとする

母子の葛藤。家族構成的にも他人事とは思えず、ハンカチが手放せませんでした。

ただ、ここでは敢えてストーリーを深掘りせずに…

この映画の中では沢山の詩が登場します。耳や指(点字)で主人公や母親が読んでいたもので

すが、その詩のひとつひとつがやけに心に残り、映画鑑賞中の真っ暗闇に無我夢中でメモを、

上映後その足で映画館近くの県立図書館にその本を探しに行きました。その中のひとつをご紹

介させて下さい。

生命(いのち)は 吉野弘 作

生命は 自分自身だけでは完結できないように つくられているらしい

花も めしべとおしべが揃っているだけでは 不十分で

虫や風が訪れて めしべとおしべを仲立ちする

生命は その中に欠如を抱き それを他者から満たしてもらうのだ

世界は多分 他者の総和

しかし 互いに 欠如を満たすなどとは 知りもせず 知らされもせず

ばらまかれている者同士 無関心でいられる間柄

ときに うとましく思うことさえも許されている間柄

そのように 世界がゆるやかに構成されているのは なぜ?

花が咲いている すぐ近くまで

虻(あぶ)の姿をした他者が 光をまとって飛んできている

私も あるとき 誰かのための虻だったろう

あなたも あるとき 私のための風だったかもしれない

穏やかな表現でありつつも、背中を優しくそっと押してもらえるような感覚を味わえるこの詩

が、私は大好きになりました。そしてゆるやかな関りから生まれる生命のつながりを、心から

大切にしたいと思う今日この頃。みなさんそれぞれの感性で鑑賞頂ければ幸いです。

ぴっぴの森でも、誰かのための風があちらこちらで吹いていそうです。 :記代江
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